
授業科目名 韓国・朝鮮語Ⅰ 担当教員
外国語教育センター
崔　在佑

開講年次･学期 １年前期 必修/選択 選択必修

開講形態 演習 時間数/単位数 ２単位

テキスト
『だんだん　韓国語』，朝日出版社

参考文献
授業中に紹介します。

授業概要

達成目標（達成度）

授業内容

授業キーワード

読む・書く・聴く・話すという4技能のバランスに配慮して，韓国・朝鮮語の基礎的運用能力を身につけ
ることが目的です。また，英語以外の外国語を学ぶことで，文化の多元的理解を目指します。

韓国・朝鮮語では，以下の４項目を韓国・朝鮮語I・II４単位修得時の到達目標としています。
１．ハングル能力検定試験（ハングル検定）４級，韓国語能力試験１級程度の韓国・朝鮮語を理解し，適
切に運用することができる。(知識・態度・技能）
２．現代韓国・朝鮮語圏文化を理解することができる。(知識）
３．英語以外の外国語を学ぶことで，日本語，日本文化をより客観的に見る視点を獲得し，多くの文化が
共生する地球に生きている自覚と責任を持つことができる。(態度）
４．大学生として新たな外国語を学ぶことで，これまでの学習方法や学習観を自ら振り返って客観化で
き，それらを主体的・能動的に転換することができる。(態度・技能）

１．授業のオリエンテーション、1課
２．1課　こんにちは　決まり文句１【母音I,II】、2課
３．2課　ありがとうございます　決まり文句２【子音１】、3課
４．3課　お会いできてうれしいです　決まり文句３【子音２】、4課
５．4課　よろしくお願いします　決まり文句４【パッチム】1?4課の復習
６．5課　私は鈴木理沙です　初対面【～が，～は，～です／ですか，僕/～　ではありません、私】、6
課
７．6課　どこの国の人ですか　出身を尋ねる【～です／～ですか，この／その／あの／どの，～の】、
1?6課の復習
８．中間試験（授業時間中に担当教員が実施）、韓国文化体験
９．7課　地下鉄はどこで乗りますか　道探し【～から～まで，～に／～へ、～で／～に•～へ、～です／
ます，～ですか／ますか、～て下さい】
10．8課　韓国料理が好きです　食堂で【～を、～が好きです／嫌いです，～と，～したい】
11．9課　電話番号は何番ですか　電話【漢字語の数字，電話番号の読み方、尊敬語，～も，～（し）て
いる】
12．10課　これはいくらですか　値段を尋ねる【否定文、～して／～くて、～より、～に】
13．11課　今度の日曜日は何をしますか　約束、天気【固有語の数字，時間の読み方，月と日の読み方、
～から～まで、～たち、～ら】
14．12課　バースデーのパーティをしました　誕生日【過去形、～になる、時間を表す表現】

韓国・朝鮮語，現代韓国・朝鮮語圏文化，言語運用能力，多文化理解

授業の進め方
金曜日1・2時限５・6時限に松江キャンパスで学びます。
まず，一緒に声を出して，発音練習を重ねていきます。発音が最重要なので，積極的に発音の要領を習得
しましょう。各文法事項については，丁寧に解説し，簡単な例文を覚えながら，マスターしていきます。



成績評価の方法
１．中間試験40点…達成目標１・２(知識・態度・技能）の評価
２．期末試験40点…達成目標１・２(知識・態度・技能）の評価
３．平常点20点(何を平常点とするかは授業のオリエンテーションで説明します)
　　…達成目標３・４(態度・技能）の評価
４．正当な理由なく９回以上欠席した場合は成績評価の対象外となります

その他授業資料等
必要に応じてプリントを配布します。

その他
外国語教育センターホームページ：http://cfle.shimane-u.ac.jp/
韓国･朝鮮語ホームページ：http://cfle.shimane-u.ac.jp/korean/

授業のオリエンテーションで説明します。

オフィスアワー

授業1回あたり、若干の授業外学習（小テストの準備等）が前提です。
中間試験の成績が60％未満の人は，点数に応じた補習を受けることができます。決められた補習をきちん
と行った人の中間試験成績は、60％に補正されます。

履修上の指導


